
■期待と不安■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 295 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：ビルゲイツの頭の中  

 

先日 K さんのお勧めで、NETFLIX の「ビルゲイツの頭の中」という番組を見ました。 

マイクロソフトの成功で世界一の金持ちになったビルゲイツは、2008 年からビルゲイツ財団の活動に力を注ぎ

始め、2020 年 65 歳でマイクロソフトの取締役を退任しました。 

この財団が取り組んでいる大きな 3 つのテーマは、ポリオ（小児まひ）の根絶、途上国の衛生（トイレ）環境の

改善、そして安全な原発モデルの構築など、いずれも途方もない課題です。 

大富豪のウォーレン・バフェットが彼の熱意と志に共鳴し、巨額の支援を申し出るのですが、いずれの課題も困

難に直面し、なかなか実現しません。 

番組では、これほどの巨額資金を惜しげなく世界の課題解決に充てること、そしてどんな困難に対しても立ち向

かい続ける姿勢を、リスペクトしながら描いています。 

・ 

でも一方で、世界中にネット環境を提供したビルゲイツ本人が、NET のない静かな森の山荘で読書に耽り学び

続ける姿や、IT ビジネスの頂点からあっさり身を引く姿など、どんなにマイクロソフトが大切でも、それに生涯

をささげようとはしない一面が描かれています。 

そもそもマイクロソフトが MS-DOS で世界を凌駕したきっかけは、ある学校での授業カリキュラムのシステム

化など、具体的な課題解決に挑んだ経験でした。 

課題解決は、さらなる課題との出会いを誘発し、その新たな課題への挑戦を繰り返すことにより、仕事気狂いの

ビルゲイツは IT革命の中心人物として成功します。 

でも、豊になればなるほど、世界の格差や貧困が次の課題として立ちはだかり、彼はそこに挑まずにはいられな

かったのかもしれません。 

・ 

僕はこの番組を見て、諦めずに何かの実現を目指し続ける姿に強い共感を覚えました。 

でも、ビルゲイツの挑戦には巨額の資金を要するため、存続のためのコストパフォーマンスを実現しなければな

らず、僕はこのハードルに強い同情を感じました。 



これほど巨額のチャレンジが必要なのは、そのハードルがあまりにも高いせいに思えます。 

そんな大変なチャレンジはビルゲイツに譲って、僕はもっと低いハードルを、みんなと一緒に越えていきたいと

感じました。 

僕だって、諦めずにやり続けることだけは、ビルゲイツに一歩も引けを取りません。 

大事なことは、見物人になるのでなく、自らチャレンジャーであり続けたいと思いました。 

NETFLIX の「ビルゲイツの頭の中」、おすすめです！ 

 

 

2. ブログから：期待と不安 

 

明日は急遽誘われたイベントに参加するため千葉県鴨川市に行くのだが、どうやら若者たちが政治団体を旗揚げ

するらしい。 

もう前日だというのに、イベントの告知情報がまだ届かず、どんなイベントかよくわからないが、とにかく若者

たちから誘われたというだけで、僕は嬉しくて駆けつけることにした。 

だから、何を問われるのかも判らないのに、何と答えようと、心が弾む。 

胸が高まり、ワクワクする一方でふと、僕は一体何をそわそわしているのかと考え込んでしまった。 

この気持ちは「明日への期待と不安が混ざった気持ち」とでもいうのかも知れないが、そもそも「期待と不安」

って何なんだ？ 

・ 

まず、このイベントに対する期待と不安とは、成功に対する期待と失敗に対する不安と言えるだろう。 

これは、これからやることに対して必ず湧き出す感情で、じゃんけんの勝ち負けのようなもの。 

もしも、勝っても負けてもその後に何の影響もないのなら、大してドキドキしないだろう。 

つまり、未来にドキドキするということは、成功と失敗、勝ちと負けなどを決する「重大な分岐点」に差し掛か

った状態かもしれない。 

だが僕は、明日のイベントの内容をまだ知らないので、イベントの成功と失敗をイメージすらできない。 

急いで告知しないと誰も見に来ない･･･などは主催者の心配であって僕には関係ない。 

僕のドキドキは、漠然と僕自身が「格好良くできるかできないか」とか、みんなから「松村さんすごいと言われ

るかどうか」くらいしか思い当たらない。 

・ 

だが待てよ、これこそが僕の不安ではないか。 

自分の出来栄えや評価しか考えていない自分に対する不満を、解消できずにいることが。 

僕の目的は、自分の評価や評判を高めることでなく、誘ってくれた若者たちの期待に応え、喜んでもらうことの

はず。 

だとすれば、そうできなかった場合などいくら考えても意味がない。 

目的を実現した姿をこそ真剣に考えなければ、目的を果たすことなどおぼつかない。 

そうか、そういうことか。 

これこそが、僕が若者たちに伝えたいことかもしれない。 

自分たちの夢や希望が叶わないこととばかり戦うのでなく、叶えるためにはどうするかを徹底的に考え、行動す

べきだと僕は思う。 

・ 

そこで僕は、未来を、じゃんけんと同じ一か八かのギャンブルににしないため、期待と不安をきちんと定義して、

未来と切り離したいと考えた。 



そもそも成功と失敗とは、目標の達成と未達を意味している。 

エベレスト登頂や月面着陸など、そこに辿り着けたかどうかであり、たどり着けないことが悪いわけではない。 

成功すればラッキーで、失敗すれば残念なだけのこと。 

僕らの未来とは、その一瞬のことでなく、長く続く状態を意味するはずだ。 

・ 

たとえ願いが叶わない状態が続いても、諦めずに挑み続けるだけのこと。 

願いを否定し、その実現を阻むものがあれば、それを乗り越えていくしかない。 

そう考えていくと、願いの実現を諦める必要…つまり不安の材料など、どこにもないはずだ。 

目的を叶えることの苦しさや困難さが不安を生み、楽や簡単にできることに期待している自分に、気付いて欲し

い。 

そして必要なのは、あなたの願いが「死んでもかなえたい願い」なのか、をよく考えることだと、僕は思う。 

明日は、語るぞーー！ 

 

http://nanoni.co.jp/20201218/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

今週は水・金・月空いてます。 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）12/22 ■○いづみ作業日 14-21 時 

 09-11 時 いづみMTG（反町） 

11-17 時 ★アントレハウスいづみ（反町） 

（水）12/23 ■◎なのに作業日 09-21 時 

（木）12/24 ■○笑恵館作業日 09-19 時 

 13-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）12/25 ■◎なのに作業日 09-17 時 

   18-20 時 ▲山本理顕設計工場・忘年会（反町） 

（土）12/26 ■○笑恵館作業日 09-17 時 

   10-17 時 ★アントレハウス笑恵館 

13-14 時 △田島さん打合せ（笑恵館） 

（日）12/27 ■◎なのに作業日 19-21 時 



   12-14 時 ▲小机さん会食（神宮前） 

19-21 時 ■天野チャンネル（等々力） 

（月）12/28 ■◎休業日 

 

■その後の予定 

01/08 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

01/12 09-19 時 △アントレハウスいづみ（反町） 

01/14 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

01/14 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

01/14 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/20 13-16 時 △松本国際高校 評議員会（松本） 

01/21 13-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

01/24 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 1 月例会（飯能） 

01/27 13-15 時 △HFA定例会議（渋谷・リモート） 

01/28 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


